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農業⽔利施設（⽤⽔路）を活⽤した発電事例

〇 ⽤⽔路の落差を活⽤した⼩⽔⼒発電施設（伊太発電所︓静岡県）

発電施設

設置箇所

流
量
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※発電最大使用水量農業用水 発電用水（農業用水に従属）

6.823 m3/s

19.035 m3/s 18.951 m3/s
18.228 m3/s

17.000 m3/s

6.823 m3/s
6.323 m3/s

期別水量

平成15年頃、関係土地改良区から地域の農業用水路

の維持管理費軽減のために「小水力発電」を実施できな
いか要望が出され、国、県で発電可能地区調査を行った。

その結果、赤松幹線から伊太谷川に注水する現在の伊
太発電所建設地点が当時の売電単価（約8円/kwh）にお

いて小水力発電が実施可能であるとして、選ばれ、更に
「電気事業者による新エネルギー等の利用に関する特別
措置法」の施行（平成15年4月1日付け）により電力会社の
協力が得られやすくなった。
このため、平成21年度の国営事業の計画変更時に、小

水力発電所を事業計画に位置づけて建設工事に着手し
平成25年７月から供用開始した。

発電所
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農業⽔利施設を活⽤した⺠間企業等による発電事例（１）

最上川中流土地改良区が100％出資して、昭和57年に㈱山形発
電を設立。小水力南館発電所で馬見ヶ崎川導水路を流れる農業用

水を活用し、昭和61年から水力発電事業を行っていた。

㈱山形発電では、施設設置から30年が経過した発電施設の老朽化

等に伴う設備更新にあたり資金調達及び発電所運営にかかる不安を
解消するため、ESCO方式を採用し、ESCO事業者と契約を締結した。
ESCO方式により、リース会社がESCO事業者となって資金調達から、

設計、施工、運営までを行うと共に、発電事業者である㈱山形発電に
対して発電量を保証した。

保険会社

ＥＳＣＯ事業者

日本ﾌｧｼﾘﾃｨ・ｿﾘｭｰｼｮﾝ㈱

三菱ＵＦＪﾘｰｽ㈱

山銀ﾘｰｽ㈱

㈱山形発電 電力会社

㈱山形銀行

㈱明電舎 ㈱わだ電気設備事務所 東京発電㈱

売電契約

ESCO
契約 発電量保証

設備更新・管理
サービス料

保険契約

融資

技術支援委託メンテナンス委託ＥＰＣ（設計・調達・建

設）発注

■設備更新費の負担なし
発電事業者（㈱山形発電）は設備更新費の負担なく、発電効率の

良い設備を導入できる。
■発電量の保証
年間発電量が保証されるため、安定した収入を確保できる。

■資金調達が不要
ESCO事業者が資金調達を行うため、発電事業者（㈱山形発電）

は金融上のリスクを負わない。
■調達価格の増加
設備更新に伴いFIT（24円/kWh）の設備認定を取得しており、こ

れまでの倍以上の売電収入が見込まれる。
■維持管理費の軽減
㈱山形発電から最上川中流土地改良区へは維持管理に係る委

託料が支払われ、土地改良施設の維持管理費に充当される（土地
改良区の維持管理費の軽減）。

〇 ESCO⽅式による資⾦調達及び運営管理（南館発電所︓⼭形県）

※ESCO：Energy Service Companyの略。事業所などのエネルギー使用者に対し、

省エネルギー策の提案や機器導入などの省エネルギー支援を行い、削減できた

電気代や光熱費などからその一部を報酬として受け取るビジネスのこと。

取組のスキーム図

ESCO方式のメリット

発電所
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農業⽔利施設を活⽤した⺠間企業等による発電事例（２）

山口県内において、国や県の補助金を活用したとしても、
施設管理者（土地改良区等）は、資金調達及び施設の維
持管理含め発電事業運営のノウハウがないなど、事業化を
見合わせる状況となっていた。

山口県では、民間企業を活用した小水力発電導入モデ
ルの構築を目的に、発電所の設置運営事業主体を公募し
て事業者を選定する取組を実施した。
事業者が資金調達、運営まで全てのリスクを負う一方で、

県は流水・土地占用料を得ることができ、施設管理者は他
目的使用料（事業者が提案する売電収入の一定割合）を
得ることができるというメリットがある。また、発電事業者であ
る民間企業のノウハウを活かした売電収入の確保が期待で
きる。

施設管理者
（市町、土地改良

区）

発電事業者
（民間企業）

山口県

⑤発電施設の設置・運営
・許認可手続き
・発電事業運営
・維持管理

①申請

④協定締結

⑥他目的使用料

⑧売電

⑨売電収入

※図中の赤字は資金の流れを示す

②申請 ③承認 ④協定締結

中国電力

〇 ⺠間企業の資⾦⼒と運営⼒を活⽤した⼩⽔⼒発電の導⼊（温⾒ダム・⼭の⼝ダム・内日ダム⼩⽔⼒発電所︓⼭⼝県）

取組の概要

位置図

発電所名
温見ダム

小水力発電所
山の口ダム

小水力発電所
内日ダム

小水力発電所

所在地 下松市 萩市 下関市

運転開始 平成３１年２月 平成３０年３月 平成３０年８月

発電形式 ダム式 ダム式 ダム式

最大使用水量 0.30m3/s 0.20m3/s 0.30m3/s

有効落差 26.83m 28.4m 27.0m

最大出力 49.5kW 40kW 49.5kW

水車形式 ポンプ逆転水車 ポンプ逆転水車 ポンプ逆転水車

事業実施主体 山口県 山口県 山口県

施設管理者 下松市 萩市 下関土地改良区

発電事業者 大晃機械工業株式会社

発電所概要

28




